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「市 民 活 動 勉 強 会 ～地域公共人材と中間支援～」

門 真 市 立 市 民 公 益 活 動 支 援 セ ン タ ー
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　９月１９日（日）と２６日（日）の２日間、（特活）きょうとＮＰＯセン
ター フェローの久保友美さんを講師にお迎えし、「市民活動勉強
会 ～地域公共人材と中間支援～」を開催しました。
　各回とも、１０数名の市民の方々にご参加頂き、
１日目は地域公共人材をキーワードとして、
◆分野や職業、組織の壁を超える
◆組織における「心理的安全性」
２日目は中間支援をキーワードとして、
◆地縁型組織と課題型組織の違い
◆仲間づくり・人集めの明確な正解はない
などを、楽しく学び合いました。

『笑顔は門真を救う！２時間４分テレビ！』
（ゆめ伴プロジェクトi n門真実行委員会＆ネットの窓口&門真市健幸づくりプロジェクト）

　１１月６日、市民公益活動支援センターのセミナー室
で、「笑顔は門真を救う！２時間４分テレビ」（YouTube
生配信）が行われました。
　内容は、高齢者がリレー方式で歩きながら地域をつ
なぐ「RUN伴(ランとも)＋門真」の中継、メイン会場（
セミナー室）からは、高齢者のチャレンジ動画や笑顔の
つながり動画の紹介、また歌やラジオ体操で高齢者を
応援するお楽しみ企画が盛りだくさんの２時間４分で

　また、「どうすれば市民（地域）活動、ボランティアに関わり
やすくなるのか」というテーマについて、参加者のみなさんで
ワークショップをおこない、多様な思いや意見が出ました。
◆ｇｏｏｄ
・喜んでくれることが嬉しい
・子どもと一緒に参加できる
・世代を超えて、お互い尊重し合える（否定しない）関係
◆ｂａｄ
・新参者が入りづらい雰囲気
・ボランティア＝無償の労働力と考えている
・役職などを、本人の意志を確認せずに押し付けてしまう

　市民公益活動支援センターは、市民の方々がイキイキと、それぞれのスキルを活かしながら市民活動ができる
ように、「パイプ役（つな・ひき）の役割＝中間支援」を実践していきます。
最後に、参加者の感想を紹介します（抜粋）。
・とても楽しかったし、良い出会いの場となった。
・このような勉強会を続けて頂き、明るい楽しい門真にしていきたい。
・みなさんの意見が聞けて、悩んでいるのは一人では無いのだなと思えて、とても気持ちが楽になりました。
・みんなで議論したことで、立場によりいろいろな考え方があり、面白さと刺激を感じました。
・良い企画でした。門真のため、門真を良くしたいと思っている方が多く、今後が楽しみ。

門真市立市民公益活動支援センター
〈指定管理者〉特定非営利活動法人 大阪NPOセンター

・京阪バス7系統・7A系統（コミュニティバス）
 「市民プラザ前」下車すぐ
・京阪本線｢古川橋｣駅(北口)からバスで約15分
・地下鉄長堀鶴見緑地線｢門真南｣駅からバスで約16分

Access

〒571-0025 門真市大字北島546番地
　　　　　　　門真市民プラザ3階
072-800-7431
072-800-7432
ko-eki-c@aqua.ocn.ne.jp
9:00 ～21:30
毎週木曜、年末年始（12/29～1/3）
www.kadoma-koeki-cnt.com
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T E L
F A X
メ ー ル
開 館 時 間
休 館 日
ホームページ

市民公益活動支援センターは、「非営利」かつ「不特定多数の利益」となる、市民公益活動をサポートしています。

ホームページ インスタグラムフェイスブック
ホームページ
SNSへの
アクセスは
QRコードより
どうぞ

※警報などの発令により、開館状況が変更となる場合が
ありますので、詳しくはホームページをご確認ください。

TOPIC 1

した。コロナ禍で集まることが難しく少人数の参加型で
したが、市民公益活動支援センターのWi-Fiを活用す
ることで全国へのオンライン発信が可能となり、新た
な地域活動のスタイルとして効果的であるように思わ
れました。
　参加者の皆さんが晴れやかな笑顔で楽しんでいる
様子が画面を通じて伝わってきました。




